
日本の述語的様式と言語資本の総合研究
国家資本の組み替え計画

新たな技術開発、経済・環境開発のための地盤
概要説明

日本高等学術会議
文化資本学会 / 分科会：言語資本研究学会

言語資本



日
本
語
は
非
常
に
高
度
な
論
理
的
表
現
で
す
。

●
主
語
が
な
い
述
語
文
。

●
助
詞
（
助
辞
）・
助
動
詞
（
助
動
辞
）
の
シ
ス
テ
ム

が
軸
に
な
っ
た
表
現
。
非
常
に
論
理
的
。

◉
格
助
辞
は
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
集
約
さ
れ
、
世

界
で
も
稀
な
論
理
構
成
に
な
っ
て
い
る
（「
に
」「
を
」

「
で
」）。

●
動
詞
は
人
称
で
変
化
し
な
い
。
人
称
は
な
い
。

●
形
容
詞
が
変
化
す
る
。

●
言
表
が
同
じ
で
も
動
詞
文
と
形
容
詞
文
と
に
な
る
。

　
　
　
　
「
財
布
が
落
ち
て
い
ま
す
。」（
形
容
詞
）

　
　
　
　
「
財
布
が
落
と
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
動
詞
）

◉
「
き
・
け
り
・
ぬ
・
つ
・
た
り
・
り
・
け
む
・
あ
り
」

な
ど
が
「
た
」「
で
す
」
ま
す
」
に
単
純
化
さ
れ
て
、
日

本
人
の
言
語
表
現
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
心
性

は
残
滓
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
様
々
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
学
校
文
法
や
国
語
学
者
た
ち
は
、

英
語
や
ロ
シ
ア
語
な
ど
の
文
法
の
適
応
を
し
て
い
る
だ
け
で
、「
日
本
語

自
体
」
を
文
法
化
し
え
て
い
な
い
、
間
違
っ
た
文
法
が
学
校
で
も
教
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

日
本
語
を
日
本
語
そ
れ
自
体
と
し
て
、
日
本
高
等
学
術

会
議
は
正
し
く
明
証
に
し
て
い
き
ま
す
。



正しい日本語

 述語制言語様式

日本語の言語研究

日本文化研究

文法論

言語論

文化技術・芸術論

正しい日本語文法

のテキスト 日
本
人
の
正
し
い
言
語
理
解

哲学の基盤

技術の基盤

世界へ示す日本語教室を各地に
日本文化の正しい
深い理解
身体の振る舞い
心の表現様式
認知・意識構造

正
し
い
日
本
語
を
研
究
生
産
し
、

日
本
人
・
子
ど
も
へ
正
し
い
日
本
語
を
伝
搬
し
、

世
界
の
言
語
学
へ
貢
献
し
、

日
本
人
の
本
来
の
行
為
様
式
を
取
り
戻
し
、

日
本
文
化
を
諸
分
野
へ
活
か
し
て
い
き
ま
す
。



述語的日本語
（本来の日本語）

西欧的
近代的思考

日
本
語
に
主
語
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
。」（『
雪
国
』）

　
「
山
道
を
登
り
な
が
ら
、
か
う
考
へ
た
。
智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
。
情　

　

に
棹
さ
せ
ば
流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ
ば
窮
屈
だ
。
兎
角
に
人
の
世
は

　

住
み
に
く
い
。」（『
草
枕
』）

こ
の
二
つ
の
名
文
に
主
語
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
語
は
「
述
語
表
出
」
の

言
語
様
式
が
本
来
の
姿
で
す
。
し
か
し
学
校
文
法
は
、
近
代
化
・
産
業
化

を
計
る
た
め
に
、
欧
米
の
文
法
理
論
を
も
っ
て
、
強
引
に
主
語
が
あ
る
と

い
う
擬
制
文
法
を
作
り
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
学
校
教
育
の
中
の
言
語

資
本
と
し
て
機
能
さ
せ
ら
れ
、
人
々
は
主
語
が
あ
る
と
前
提
に
し
て
、
そ

の
主
語
に
行
為
を
従
属
さ
せ
る
思
考
形
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
の

主
語
化
が
、
近
代
的
な
発
展
の
基
盤
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
そ

れ
は
同
時
に
、
日
本
の
大
き
な
か
つ
深
い
述
語
文
化
の
喪
失
を
招
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
自
然
・
環
境
は
人
間
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、「
客
観
へ
の

総
合
」
と
し
て
「
分
離
」
さ
れ
た
科
学
技
術
の
発
展
へ
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

主
客
の
分
離
思
考
が
一
般
に
、
諸
個
人
の
認
識
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行為が主語に従属さ
せられる

主語言語
の文法化

( 明治近代以降）

客観への総合が
客観主義化される

分離思考

主語制言語様式の
集中化が

国家資本化

主客分離が構造化される

思考形式が
分離思考客観的科学技術 主語的個人主体



日
本
語
構
文
の
特
徴
：
簡
潔
な
例

主
語
が
な
い
例
文
と
し
て
、「
う
な
ぎ
文
」（
こ
ん
に
ゃ
く
文
）
が
あ
り
ま
す
。

「
ぼ
く
は
う
な
ぎ
だ
」
は
主
語
・
述
語
・
コ
プ
ラ
の
構
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

英
語
の
構
文
は
、
主
語
に
動
詞
（
＋
目
的
語
）
の
述
語
が
つ
き
ま
す
が
、
日

本
語
の
構
文
は
「
が
」
で
名
詞
と
動
詞
が
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、
英
文
は

ツ
リ
ー
状
で
前
後
の
入
れ
替
え
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
本
語
は
盆
栽
型
で

述
部
の
上
は
い
か
よ
う
に
も
入
れ
替
え
可
能
に
な
り
ま
す
（
意
味
合
い
が
異

な
る
）。
こ
の
述
語
的
表
現
を
、
未
だ
私
た
ち
は
成
し
え
て
い
る
の
で
す
。

日
本
語
で
動
詞
の
変
化
は
、主
語
（
人
称
）
に
よ
っ
て
変
化
は
し
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
本
質
的
に
、日
本
語
は
英
語
の
形
式
と
は
全
く
違
う
の
で
す
。

									Taro	
	
						is	making	
	
pizza						at	home	

家で　　　太郎が　　ピザを	
	
	
　　　　　つくっている	

時間　　　　　　　 　ある	
息子　　　　　　　　 いる	
この家　　　　　　　ほしい	

これ　　　　　　　　 見たい	
仏語　　　　　　　　分かる	

時間　　　が　　 要る	

富士山　　　　　　　見える	
声　　　　　　　　　　聞こえる	
パリ　　　　　　　　　好きだ	

タバコ　　　　　　　  嫌いだ	
見たこと　　　　　　 ある	

ぼくは、うなぎ　だ。	
	
ぼくは、うなぎ　がたべたい。	
ぼくは、うなぎ　を注文する。	
ぼくは、うなぎ　を釣る。	
ぼくは、うなぎ　をたべたくない。	 こんにゃくは、太らない。	

have time.
have a son.
want this house.
want to see this.
understand French.
need time.
see Mt. Fuji.
hear a voice.
like Paris.
hate cigarettes.
have seen it.

I

太
郎
が
、
家
で
、
ピ
ザ
を
作
っ
て
い
る
。

ピ
ザ
を
、太
郎
が
、家
で
、作
っ
て
い
る
。

家
で
、
ピ
ザ
を
、
太
郎
が
作
っ
て
い
る
。



未
だ
に
残
る
「
場
所
言
語
（
方
言
）」
研
究

方
言
は
、
場
所
ご
と
の
異
な
る
「
話
し
言
葉
」
で
す
。
場
所
言
語
は
、
場

所
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
す
。
生
態
系
、
暮
ら
し
が
異
な
る
か
ら
で
す
。

言
表
が
異
な
る
だ
け
で
は
な
い
、
心
的
な
表
出
の
仕
方
が
異
な
り
ま
す
。

津
軽
弁
と
南
部
弁
と
で
は
、
山
一
つ
超
え
る
と
ま
っ
た
く
意
味
が
通
じ
な

い
よ
う
な
ケ
ー
ス
、
関
西
弁
と
標
準
語
で
は
そ
れ
な
り
に
意
味
が
通
じ
る

ケ
ー
ス
な
ど
相
互
関
係
は
多
様
で
す
が
、
場
所
言
語
が
未
だ
に
存
在
し
得

て
い
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。
方
言
研
究
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
分

類
化
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
言
語
理
論
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

述
語
制
言
語
様
式
の
バ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
言
葉
の
表
出
と
し
て
、
捉
え
返
す
こ

と
で
す
。

そ
れ
が
、
近
代
で
は
、
公
用
語
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
言
語
、
標
準
語
化
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
、主
語
制
言
語
様
式
の
国
家
語
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
語
本
来
の
述
語
制
言
語
様
式
は
、
方
言
・
場
所
言
語
の
体
系
と
共
に

理
論
形
成
さ
れ
ま
す
が
、
述
語
制
と
日
本
語
と
し
て
の
共
通
の
基
盤
が
あ

り
、
こ
の
明
証
化
は
、
世
界
の
８
０
％
が
述
語
言
語
で
あ
る
こ
と
へ
の
体

系
化
へ
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

標準語（国語）

オフィシャル言語
法的言語

国家語
主語制言語

述語制日本語

場
所
言
語

方　

言

近
代
西
欧
的
言
語

世
界
の
８
０
％
の
言
語



研
究
内
容
の
構
成

研
究
領
域
は
、
大
き
く
四
つ
の
主
要
テ
ー
マ
で
な
さ
れ
ま
す
。
日
本
語
世

界
を
日
本
語
に
即
し
て
書
き
換
え
る
研
究
生
産
で
す
。

Ⅰ　文法史研究

①近世日本語論の研究
②近代文法論の研究
③欧米言語理論との対比考証：
　近代西欧哲学批判

Ⅱ　表出史研究

①古事記と日本書紀の比較対照検証
②歌形式の変遷研究
③物語表出史の研究：
　物語言説と思想言説
④近代文学の表出研究
⑤文字：漢字とかな

Ⅲ　述語表現の総合構成研究

①美術表現との比較考証
②伝統工芸技術との比較考証
③言語様式と統治技術との対応考証

Ⅳ　新文法研究

①述辞の研究１：助辞
②述辞の研究２：助動辞
③形容詞変化と動詞変化との対比研究

正しい日本語文法を作る。



日
本
文
化
の
述
語
的
な
構
成

日
本
文
化
体
系
は
、
言
語
が
基
盤
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

〈
も
の
〉
が
、わ
ざ
・
こ
と
ば
・
こ
こ
ろ
・
か
み
（
た
ま
）
と
し
て
表
出
し
て
、

道
具
・
感
情
・
た
ま
（
し
い
）・
生
命
へ
と
疎
外
表
出
さ
れ
る
の
で
す
が
、

そ
こ
に
非
分
離
・
述
語
制
・
場
所
・
非
自
己
の
日
本
原
理
が
働
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
美
術
・
武
術
・
物
語
・
国
つ
神
に
表
象
さ
れ
て
、
茶
・
和

歌
・
芸
能
・
キ
モ
ノ
と
い
っ
た
具
体
へ
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
総
体
が
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
豊
か
に
し
て
い
る
基
盤
で
す
。

言
語
様
式
を
し
っ
か
り
と
把
捉
し
直
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
世
界
の
普

遍
的
な
あ
り
方
を
明
示
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

わ
び
・
さ
び
、
花
鳥
風
月
な
ど
は
、
表
層
の
日
本
文
化
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
言
語
理
論
か
ら
し
か
、
日
本
文
化
は
明
証
に
し
得
な
い
の
で
す
。

言
語
が
、
思
考
・
技
術
の
基
盤
で
あ
る
の
で
す
。

非分離	

場所	

	

述語
制	
	

非自己	

もの	かみ	

道具	

感情	

生命	

たま	

こころ	

ことば	

わざ	

美
術	

ものがたり	

国
つ
神	

武術	「

日
本
�
文
化」

�
疎
外
表
出
界	

和歌	

着物	茶	

芸能	



述語制言語様式

の国家資本化

主語制言語様式の
集中化・統一化・

統合化による
近代の

国家資本

日本文化の本来の

述語制言語様式
（ことば、道具、アート）

●人間と自然の分離
●個人の主語化＝主体化
●客観の技術科学化
●商品経済の画一性
●「社会」の均一性

⊕
発展
効率化
個人化

⊖
環境破壊
他者・対象を見
なくなる

●人間と自然の非分離
●述語的意志の力
●述語技術科学化
●資本経済の多様性
●「場所」の多様性

国家資本の組み替え

統
治
ア
ー
ト
の
組
み
替
え

思
考
方
法
の
組
み
替
え

知
覚
・
意
識
の
組
み
替
え

経
済
・
技
術
の
組
み
替
え

歴
史
の
組
み
替
え

１５０年

国
家
資
本
を
組
み
替
え
る

わ
ず
か
１
５
０
年
に
お
い
て
組
み
替
え
ら
れ
た
、
主
語
制
様
式
の
国
家
資

本
を
、
本
来
の
日
本
の
国
家
資
本
へ
と
組
み
替
え
る
こ
と
で
、
様
々
な
可

能
条
件
が
開
か
れ
て
い
き
ま
す
。

１１５０年



言
語
資
本
学
会
（
文
化
資
本
学
会
の
中
の
セ
ク
シ
ョ
ン
）

研
究
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　

山
本
哲
士
（
言
語
哲
学
、
政
治
社
会
学
）

　

金
谷
武
洋
（
日
本
語
研
究
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
）

　

浅
利
誠
（
日
本
語
論
、
パ
リ
）

　

楠
元
恭
治
（
美
術
史
）

　

矢
野
雅
文
（
科
学
技
術
）、
岡
本
哲
志
（
場
所
研
究
）、

協
力
研
究　

小
松
弘
（
映
画
研
究
）、
坂
井
秀
夫
・
西
野
憲
史
（
医
療
）、
笹
島
寿　

　
　
　
　
　

美
（
着
物
研
究
）、
窪
山
哲
雄
（
ホ
テ
ル
学
）、
琴
寄
政
人
（
教
育
）

顧
問　

藤
井
貞
和
（
国
文
学
）、
河
北
秀
也
（
デ
ザ
イ
ン
）、
山
本
理
顕
（
建
築
）

招
待
研
究
者

　

近
代
文
学
、
言
語
史
、
古
事
記
研
究
、
漢
字
学
、
な
ど

様
々
な
分
野
の
専
門
研
究
者
か
ら
の
協
力
を
仰
い
で
、
言
語
資
本
か
ら
明
ら
か
に

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
技
術
・
経
済
・
環
境
・
政
治
へ
の
資
本
形
成
寄
与
を
な
し
て
い
き
ま
す
。

高
等
学
術
研
究
の
基
盤
核
と
な
る
言
語
資
本
学
会
で
す
。　

江戸期の日本語研究

経
済
・
政
治
研
究

文
法
研
究

方
言
研
究

表
現
史
研
究

言
語
哲
学
研
究

美
術
・
工
芸
研
究

述語表現で元気になる

芸術技術職人技術

日本語は、

資本経済 /技術科学の

文化基盤

文化
資本

経済市場

文化
技術

技術科学

文化
表現

イメージ
デザイン

文化
環境

場所産地

日本語＜文化＞が経済・技術・環境・
表出の基盤になる範型を構成する

文
化
環
境
の
総
合
的
設
計



キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ス
ポ
ン
サ
ー
へ

言
語
資
本
研
究
は
、経
済
企
業
に
関
係
が
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

日
本
の
本
質
資
本
、
根
源
の
資
本
で
す
。
文
化
、
芸
術
、
経
済
、
科
学
、

技
術
、
政
治
、
社
会
、
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ
、
意
識
、
認
知
、
感
覚
の
土
台

に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

言
語
資
本
が
、
主
語
制
で
あ
る
か
、
述
語
制
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
人
の

行
動
や
意
識
・
認
知
の
仕
方
、
そ
し
て
技
術
開
発
の
仕
方
が
、
ま
っ
た
く

異
な
り
ま
す
。
全
て
の
物
事
の
基
盤
で
あ
る
の
で
す
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
さ
ら
に
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
シ
ン
グ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

企
業
活
動
総
体
の
基
盤
で
あ
る
言
語
資
本
を
、
日
本
の
普
遍
原
理
と
し
て

明
証
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
可
能
条
件
が
開
か
れ
ま
す
。

日
本
の
こ
れ
か
ら
、
企
業
の
こ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
技
術
科
学
・
情
報
技
術

や
環
境
技
術
、
そ
し
て
政
治
・
国
家
の
こ
れ
か
ら
は
、
言
語
資
本
の
再
構

成
、つ
ま
り
日
本
本
来
の
あ
り
方
に
立
つ
こ
と
な
し
に
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
世
界
の
８
割
は
述
語
言
語
で
あ
る
の
で
す
。
主
語
制
言
語
は
、

数
か
国
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
（
英
語
、
独
語
、
仏
語
な
ど
）。
世
界
の
普

遍
原
理
の
典
型
を
日
本
は
文
化
遺
産
・
文
化
資
本
と
し
て
持
ち
得
て
い
る

の
で
す
が
、
未
だ
、
何
ら
明
証
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

学
術
研
究
全
て
の
地
盤
・
基
盤
と
な
る
の
が
、
言
語
資
本
研
究
で
す
。

述
語
制
言
語
様
式
の
高
等
研
究
開
発
へ
の
ご
支
援
を
求
め
る
次
第
で
す
。

＊
こ
の
概
要
説
明
署
は
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
簡
略
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
に
は
、
高
度
の
概
念
・
理
論
を
も
っ
て
、
西
欧

哲
学
の
超
克
と
し
て
な
さ
れ
、
日
本
そ
の
も
の
に
即
し
た
新
た
な

言
説
生
産
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
西
欧
原
理
の
普
遍
化
に

代
わ
る
、
日
本
か
ら
の
普
遍
原
理
の
開
示
と
な
り
ま
す
。



Ⅰ　

文
法
史
研
究

①
近
世
日
本
語
論
の
研
究

富
士
谷
成
章
、
宣
長
、
柴
田
常
昭
、
鈴
木
朖
、
春
庭
、
十
八
世
紀
後
半
か

ら
十
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
近
世
日
本
文
法
の
あ
る
体
系
閾
が
構
成
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
産
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
の

言
説
編
制
の
空
間
が
転
移
し
た
と
き
で
す
。
そ
れ
は
、
述
語
言
語
の
表
象

体
系
を
開
い
た
、
ま
さ
に
日
本
固
有
の
も
の
で
し
た
。
そ
れ
を
述
語
制
様

式
の
原
型
体
系
と
し
て
体
系
化
し
ま
す
。

②
近
代
文
法
論
の
研
究

大
槻
文
法
の
導
入
に
よ
っ
て
、
日
本
語
は
主
語
制
様
式
へ
と
転
じ
ら
れ
る

通
路
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
近
世
と
近
代
の
双
方
を
了
解
す
る
山
田
文

法
が
、
そ
の
岐
路
に
た
つ
文
法
体
系
で
す
。

松
下
大
三
郎
、
佐
久
間
鼎
、
三
上
章
の
述
語
制
日
本
語
を
継
承
す
る
系
譜

と
、
橋
本
・
時
枝
の
主
語
制
を
構
築
す
る
系
譜
が
対
比
的
に
出
現
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
差
異
を
は
っ
き
り
と
識
別
し
、
日
本
語
の
正
し
い
文
法
の
道
筋

を
つ
け
ま
す
。

③
欧
米
言
語
理
論
と
の
対
比
考
証
：
近
代
西
欧
哲
学
批
判

日
本
語
に
関
す
る
言
語
理
論
が
未
熟
で
す
。
そ
れ
は
、
欧
米
言
語
学
に
依

拠
し
た
ま
ま
で
あ
る
た
め
で
す
。
し
か
も
欧
米
言
語
理
論
を
正
鵠
に
把
捉

し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
実
状
で
す
。

　

ソ
シ
ュ
ー
ル
言
語
学
／
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
／
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
／
グ
レ
マ
ス

の
言
語
理
論
を
再
領
有
し
て
、
言
語
史
・
哲
学
と
し
て
、
デ
ィ
ス
ク
ー
ル

論
・
言
語
交
換
論
・
バ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
言
語
論
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
／
ラ
ン
ガ
ー

ジ
ュ
論
を
踏
ま
え
て
、
西
欧
哲
学
の
限
界
閾
を
批
判
的
に
検
証
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

【付】研究内容の概要説明



　

契
沖

　

貝
原
益
軒

　

賀
茂
真
淵

　

富
士
谷
成
章　
『
か
ざ
し
抄
』（1767

年
）

　
　
　
　
　
　
　
『
あ
ゆ
ひ
抄
』（1778

年
）（
稿
本
あ
ゆ
ひ
抄
）

　

本
居
宣
長　
　
『
詞
玉
緒
』（1779

年
）

　
　
　
　
　
　
　
『
活
用
言
の
冊
子
』

　
　
　
　
　
　
　
『
玉
あ
ら
れ
』（1792

年
）

　

柴
田
常
昭　
　
『
詞
つ
か
ひ
』（『
詞
の
小
車
』）（1792

年
）

　

鈴
木
朖　
　
　
『
活
語
断
続
譜
』（1803

年
頃
な
る
が
刊
行
は1867

年
）

　
　
　
　
　
　
　
『
言
語
四
種
論
』（1803

年
に
な
り
、
刊
行
は1824

年
）

　
　
　
　
　
　
　
『
言
語
音
声
考
』

　

本
居
春
庭　
　
『
詞
八
衢
』（1806
年
）

　
　
　
　
　
　
　
『
詞
通
路
』（1828

年
）

さ
ら
に
、

　

東
條
義
門

　

富
樫
廣
蔭　

　

権
田
直
助

　

そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ\

語
の
文
法
書
か
ら
和
語
を
解
析
し
た

　

鶴
峯
戊
申
ら

が
い
ま
す
。
述
語
制
が
客
観
性
へ
と
離
脱
し
て
い
く
閾
で
す
が
、
こ
の
微
差
を
し
っ
か

り
と
表
出
転
移
と
し
て
、
見
い
だ
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
槻
文
彦　
　

語
法
指
南　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
九
〇
年

　
　
　
　
　
　

広
日
本
文
典　
　
　
　
　
　
　

一
八
九
七
年

山
田
孝
雄　
　

日
本
文
法
論　
　
　
　
　
　
　

一
九
〇
八
年

　
　
　
　
　
　

日
本
文
法
講
義　
　
　
　
　
　

一
九
二
二
年

　
　
　
　
　
　

日
本
口
語
法
講
義　
　
　
　
　

一
九
二
二
年

　
　
　
　
　
　

日
本
文
法
学
概
論　
　
　
　
　

一
九
三
六
年

　
　
　
　
　
　

日
本
文
法
学
要
論　
　
　
　
　

一
九
五
〇
年

松
下
大
三
郎　

標
準
日
本
文
法　
　
　
　
　
　

一
九
二
四
年　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
改
選
標
準
日
本
文
法　

  

一
九
三
〇
年
）　

　
　
　
　
　
　

標
準
日
本
口
語
法　
　
　
　
　

一
九
三
〇
年

橋
本
進
吉　
　

国
語
法
要
説　
　
　
　
　
　
　

一
九
三
四
年

　
　
　
　
　
　

国
語
法
研
究　
　
　
　
　
　
　

一
九
四
八
年

　
　
　
　
　
　

国
文
法
體
系
論　
　
　
　
　
　

一
九
五
九
年

佐
久
間
鼎　
　

現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法　

一
九
三
六
年

　
　
　
　
　
　

現
代
日
本
語
法
の
研
究　
　
　

一
九
四
〇
年

　
　
　
　
　
　

日
本
語
の
言
語
理
論
研
究　
　

一
九
四
三
年

時
枝
誠
記　
　

国
語
学
原
論　
　
　
　
　
　
　

一
九
四
一
年

　
　
　
　
　
　

日
本
文
法　

口
語
篇　
　
　
　

一
九
五
〇
年

三
上
章　
　
　

現
代
語
法
序
説　
　
　
　
　
　

一
九
五
三
年

　
　
　
　
　
　

現
代
語
法
新
説　
　
　
　
　
　

一
九
五
五
年

　
　
　
　
　
　

日
本
語
の
論
理　
　
　
　
　
　

一
九
六
三
年

そ
し
て
、
現
在
の

●
金
谷
武
洋

●
浅
利
誠

●
藤
井
貞
和

の
日
本
語
論
を
基
準
に
す
る
こ
と
で
す
。

近世文法史

近現代文法史



Ⅱ　

表
出
史
研
究

日
本
語
言
語
表
現
の
表
出
史
を
押
さ
え
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
古
事
記
と
日
本
書
紀
の
比
較
対
照
検
証

日
本
に
は
、
二
つ
の
異
な
る
原
型
で
あ
る
設
計
原
理
が
あ
り
ま
す
。

古
事
記
と
日
本
書
紀
で
は
、
空
間
の
構
成
、
神
の
構
成
、
物
語
の
構
成
が
、

全
く
違
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
元
的
な
場
所
の
設
計
原
理
と
一
元
的
な
均

一
空
間
の
設
計
原
理
と
の
違
い
で
、
述
語
的
表
出
と
客
観
的
・
主
語
的
表

出
と
の
違
い
の
「
幻
想
」
根
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
相
反
す
る
原
理
を
共
存
さ
せ
る
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
は
、
全
て
の
生
産
的
・
創
造
的
な
行
為
の
基
本
と
な
り
う
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
「
漢
字
」
表
記
と
和
語
的
な
訓
み
と
の
違
い
を
、
述
語
表
出
の
あ

り
方
と
し
て
検
証
し
直
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
〈
も
の
〉
の
非
分
離
な
自
然
と
人
為
と
の
述
語
関
係
の
心
的
基
盤

が
、
記
・
紀
に
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
「
場
所
環
境
」
の
経
済
・
技
術
・
政
治
の
設
計
の
機
軸
に
な
っ

て
い
く
も
の
で
す
。

葦原中つ国→豊葦原瑞穂国	
	
	
	

オホミタカラ	

出雲
国	

日向	
国	

倭国	

神日本磐余彦天皇	天津彦	
	
天祖彦	

高天原	

昇る	

高皇産霊尊	
オオヒルメ尊	

国常立尊	 イザナキ/イザナミ	

荒ぶ
る神	

まつ
ろわ
ぬ神	

国
つ
神黄泉国

古事記の実際的な空間	
	

高天原
＜国＞	

葦原中つ国	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

出雲
国	
	
	

日向	
国	
	
	

倭国	
	
	
	

山人	
大山津

見大神	

海民	
綿津見

大神	

根の	
堅州国	
スサノヲ	

イザナミ	

大国主	 ニニギ	
ホヲリ	
（山幸彦）	

イワレビコ（神武）	

天照大神	
高木神	

大
物
主	

�
�
�
�
�
�	

倭国出雲国 日向国

古事記の多元的な場所・水平空間

日本書紀の均一空間・垂直空間

天

地

地
下



②
歌
形
式
の
変
遷
研
究

日
本
の
古
典
範
型
で
あ
る

　

万
葉
集
：
述
語
形
式
１

　

古
今
和
歌
集
：
述
語
形
式
２

　

新
古
今
和
歌
集
：
述
語
形
式
３

は
、
自
然
表
象
と
心
的
表
出
と
の
非
分
離
関
係
の
、
三
つ
の
異
な
る
述
語

的
様
式
の
形
式
を
示
す
も
の
で
す
。
そ
れ
を
、
対
象
と
し
て
明
示
的
に
体

系
立
て
ま
す
。

さ
ら
に
、
表
現
形
式
と
し
て
、
音
、
リ
ズ
ム
が
、

　

和
歌
：
五
七
五
七
七

　

連
歌
：
五
七
、五
七
、五
七
・
・
・
・

　

俳
句
：
五
七
五
（
武
士
階
級
と
商
人
階
級
の
均
衡
）

と
、
階
級
間
の
均
衡
関
係
と
対
応
し
て
構
成
さ
れ
、
そ
れ
が
、
現
在
に
お

い
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
和
歌
が
、
破
格
に
な
る
の
は
、
諸
個

人
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
消
費
様
式
の
現
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

言
語
形
式
の
変
遷
と
社
会
諸
関
係
の
変
遷
と
が
、
い
か
に
関
係
し
て
い
る

の
か
、
定
め
て
い
く
こ
と
か
ら
、
言
語
の
規
制
世
界
の
構
造
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
で
す
。

連歌

和歌

俳句

祝詞

自然との非分離の述語表出

社
会
的
な
改
装
変
化

心
象
・
環
界
の
表
出
変
化



③
物
語
表
出
史
の
研
究
：
物
語
言
説
と
思
想
言
説

源
氏
物
語
を
コ
ア
に
し
て
、
日
本
の
多
様
な
古
典
物
語
か
ら
、
述
語
制
世

界
を
探
究
し
直
し
ま
す
。

源
氏
物
語
に
は
、
日
本
文
化
の
表
出
の
全
て
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
膨
大
で
豊
か
な
研
究
か
ら
、
述
語
制
文
化
を
明
証

に
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
は〈
も
の
の
け
〉「
も
の
の
あ
は
れ
」の〈
も
の
〉と「
色
好
み
」の「
色
」

が
織
り
成
す
、「
対
資
本
」
の
多
様
な
表
出
で
す
。

紫
式
部
に
よ
る
光
源
氏
た
ち
の
客
観
描
写
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

述
語
表
出
の
非
自
己
世
界
が
、「
自
己
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
次
元
で

描
き
出
さ
れ
る
「
物
語
」
は
、
書
き
手
と
主
人
公
と
の
ず
れ
の
述
語
表
出

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
伊
勢
物
語
、
土
佐
日
記
、
枕
草
子
、
徒
然

草
、
と
い
っ
た
日
記
や
随
筆
に
お
け
る
主
体
と
自
己
と
の
関
係
に
お
け
る

非
自
己
の
配
置
が
、
近
代
主
体
と
い
か
に
異
な
る
か
に
、
述
語
主
体
の
可

能
条
件
が
見
い
だ
せ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

述
語
的
情
感
と
非
自
己
主
体
の
関
係
の
問
題
は
、
本
居
宣
長
と
上
田
秋
成

と
の
論
争
に
顕
著
に
出
現
し
ま
す
が
、
述
語
的
様
式
が
客
観
と
主
観
と
へ

分
離
転
移
し
て
い
く
、
そ
こ
に
述
語
言
語
様
式
へ
の
対
象
化
の
転
移
が
出

現
し
て
い
き
ま
す
。

物
語
世
界
の
変
遷
構
成
と
日
本
語
言
語
理
論
の
変
遷
と
の
照
応
は
、
述
語

制
言
説
の
変
遷
と
し
て
重
要
な
問
題
の
所
在
を
出
現
さ
せ
る
で
し
ょ
う
。

係
り
結
び
の
消
失
に
よ
る
、
助
辞
の
出
現
表
出
は
、
国
学
言
説
の
次
元
よ

り
も
根
源
の
言
説
様
式
の
転
移
で
す
。

もの

＜物＞語

述語的純粋疎外

非分離
非自己の動き書き手 主人公

舞　台
場　所

言説空間

歴史書思想書



④
近
代
文
学
の
表
出
研
究

近
代
文
学
に
お
い
て
〈
主
語
〉
＝
主
体
の
存
在
が
、
探
求
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
翻
訳
文
化
を
見
直
し
ま
す
。

言
文
一
致
の
形
式
は
、
近
代
の
誤
認
が
真
理
生
産
さ
れ
て
い
く
典
型
で
す

が
、「
書
き
言
葉
」
と
「
話
し
言
葉
」
と
の
差
異
が
、
漢
文
表
記
か
ら
和

文
表
記
へ
と
全
体
的
に
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

近
代
的
な
主
語
制
様
式
の
国
家
的
な
集
中
化
・
統
一
化
は
、
言
語
資
本
上

の
大
転
換
を
、
文
法
・
学
校
教
育
・
文
学
の
世
界
に
お
い
て
出
現
さ
せ
、

法
的
言
語
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
言
語
の
変
化
を
も
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

標
準
語
化
さ
れ
る
言
語
資
本
は
、
日
本
人
の
思
考
構
造
・
技
術
構
造
を
も

大
き
く
変
え
て
い
き
ま
す
。
着
物
か
ら
洋
服
へ
の
転
化
が
並
走
し
ま
す
。

社
会
科
学
的
言
語
、
人
文
科
学
的
言
語
は
、
近
代
文
・
現
代
文
と
な
っ
て

学
問
体
系
の
基
盤
を
変
え
て
、
近
代
化
の
言
説
を
生
産
し
て
い
き
ま
す
。

文
学
者
た
ち
の
格
闘
か
ら
、
言
語
表
出
形
式
が
、
い
か
に
変
容
し
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
か
を
明
証
に
し
て
、
述
語
様
式
の
残
存
を
再
確
認
し
て
い
く

こ
と
が
要
さ
れ
ま
す
。

⑤
文
字
：
漢
字
と
か
な

述
語
表
現
に
お
け
る
漢
字
と
仮
名
と
の
相
反
共
存
的
な
相
互
関
係
が
、
日

本
人
に
い
か
な
る
感
覚
・
認
知
・
意
識
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
こ
れ
ら
表

出
史
総
体
に
お
い
て
検
証
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
漢
字
言
説
の
極
限
が

荻
生
徂
徠
、
か
な
文
字
言
説
の
極
限
が
本
居
宣
長
で
す
が
、
そ
の
二
つ
を

指
標
に
し
て
、
現
代
日
本
語
文
の
様
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
情

報
生
成
、
思
考
生
成
の
根
源
に
関
わ
り
ま
す
。



Ⅲ　

述
語
表
現
の
総
合
構
成
研
究

①
美
術
表
現
と
の
比
較
考
証

　

雪
舟
・
雪
村
の
水
墨
画

　

大
和
絵

か
ら
、

　

狩
野
派

　

等
伯
、
光
悦
、
宗
達
、

　

浮
世
絵
：
師
宣
、
清
信
、
春
信
、
春
草
、

　

歌
麿

　

光
琳　
　
　

酒
井
抱
一

　

蕭
白　

蘆
雪　

　

応
挙

　

若
冲

　

司
馬
江
漢　

広
重　

北
斎　

　

国
芳　

　

暁
斎　

月
岡
芳
年

　

岡
倉
天
心　

横
山
大
観　

な
ど
な
ど

と
い
っ
た
「
和
」
美
術
の
系
譜
は
、
述
語

表
現
の
世
界
的
傑
作
の
美
表
出
で
あ
り
、
西
欧
画
に
は
な
い
非
分
離
技
術

の
結
晶
で
す
が
、
固
有
の
美
術
理
論
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
語
の
述
語
形
式
無
く
し
て
、
美
の
和
形
式
の
表
出
は
あ
り
得
な
い
こ

と
で
す
。
美
技
術
が
、
非
分
離
の
述
語
表
出
で
あ
り
、
そ
の
多
彩
な
表
現

が
、
美
術
系
譜
に
具
体
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
や
水
や
山
の
描
写
は
、
客
観
的
描
写
で
は
な
い
、
水
に
映
る
影
も
日
の

影
も
な
い
。
形
象
は
、
空
間
＝
場
所
と
こ
こ
ろ
の
非
分
離
配
置
に
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
の
文
化
技
術
の
本
質
が
、
絵
画
表
現
に
も
っ
と
も
よ
く
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
情
感
・
感
覚
・
認
知
の
本
質
地
盤
で
す
。
そ

の
体
系
的
考
証
が
、
新
た
に
必
要
で
す
。　

蘆雪
このような客観的世界は現実にあり得ない、述語的表現の典型



②
伝
統
工
芸
技
術
と
の
比
較
考
証

　

刀　

包
丁

　

瓦

　

籠

　

組
み
木

　

障
子
、
庇
、
縁
側

　

畳

　

焼
き
も
の　

陶
器

　

箸

　

切
り
子

　

キ
モ
ノ
、
帯　

衣
食
住
に
関
わ
る
全
て
の
日
本
の
文
化
技
術
は
、分
離
技
術
で
は
な
く「
非

分
離
の
述
語
技
術
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
も
の
〉
作
り
は
、
言
語
形
式
と
無
縁
で
は
な
く
、
言
語
表
現
の
技
術
的

な
表
出
で
す
。

道
具
は
ハ
ン
ド
・
ツ
ー
ル
で
す
、
人
と
の
心
的
な
関
係
で
も
あ
り
ま
す
。

日
本
の
高
度
な
職
人
技
術
に
よ
る
文
化
技
術
は
、
先
端
技
術
の
開
発
に
も

役
立
ち
ま
す
が
、
言
語
様
式
を
踏
ま
え
な
い
と
、
そ
の
意
味
・
機
能
が
十

分
に
把
捉
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
で
す
。

ハンド道具
hand tools

自律エネルギー

パワー道具手段
power tools

他律エネルギー

convivial なツール
相反共存

述語的技術客観的技術

生産性の増強と均衡

convivial とは、
共に生き生きと。

凧駒扇
子
、
団
扇

か
る
た

花
札

判
子

花
押

和
紙

折
り
紙

こ
た
つ

筆　

硯
、
墨

和
傘

草
履　

下
駄

包
み

紐絲銘
々
膳

鮨汁
　

etc.



③
言
語
様
式
と
統
治
技
術
と
の
対
応
考
証

言
語
様
式
は
、
経
済
や
政
治
の
統
治
技
術
を
規
制
し
ま
す
。

日
本
に
は
、
京
都
：
天
皇
・
公
家
・
貴
族
の
統
治
制
と
東
国
：
武
士
制
の

統
治
技
術
と
の
、
二
つ
の
大
き
な
基
盤
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
語
の
音
の
差
異
と
し
て
出
現
す
る
の
で
す
が
、
神
の
体
系

も
異
な
る
幻
想
基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
。

述
語
制
統
治
の
二
つ
の
軸
で
す
。
こ
の
相
反
性
を
共
存
さ
せ
る
力
作
用
が

述
語
制
様
式
に
は
原
基
か
ら
あ
る
の
で
す
。

現
在
の
経
済
統
治
や
政
治
統
治
に
も
無
意
識
に
現
れ
て
い
ま
す
。

文化の二大基盤�
������������文化�盤�

京都	
公家・天皇	

全国統治における地方か
らのあこがれ	

国	

か

東	
武士制	
場所をそれぞれ	
活かす設計	
場所	

天つ神	 国つ神	
クニブリ	

猿
田
彦	

明
治
近
代
化	

将
門	

後
北
条
：
小
田
原	

江
戸	

戦国武士制	藩体制	

廃藩置県	

相反共存性の設計	

社会を消して、パブリックにする	

国民市場経済	

場所市場経済	

（日田：天領）	

（那須御用地）	
栃木	

（都城）	
島津藩	



Ⅳ　

新
文
法
研
究

①
述
辞
の
研
究
１
：
助
辞

　

が

　

を

　

に　
　
　

で

　

へ

　

と
と
い
っ
た
助
詞
な
ら
ざ
る
「
助
辞
」
が
、
語
句
を
連
結
し
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
日
本
語
固
有
の
論
理
構
造
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
「
係
り
」
の
「
は
」
と
い
う
特
有
の
助
辞
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
山
本
で
す
。

　

わ
た
し
が
、
山
本
で
す
。

を
日
本
人
は
、
き
ち
ん
と
区
別
し
て
表
現
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
ほ
と
ん

ど
誰
も
説
明
で
き
ま
せ
ん
。
国
語
学
で
も
、未
だ
に
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

助
辞
の
文
法
的
な
説
明
は
そ
れ
な
り
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
論
理

は
未
だ
に
明
証
に
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、「
述
語
制
様
式
」
の
理
論
化
が

な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
す
。

助
辞
・
助
動
辞
を
「
述
辞
」
体
系
と
し
て
理
論
化
す
る
こ
と
が
、
言
語
資

本
学
会
の
最
大
に
し
て
本
質
的
な
任
務
に
な
り
ま
す
。

成
章
・
宣
長
か
ら
藤
井
貞
和
（
文
法
詩
学
）
ま
で
の
述
辞
論
の
遺
産
を
総

合
的
に
踏
ま
え
て
、
体
系
化
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
語
に
「
コ
プ
ラ
」（
繋
辞
）
は
な
い
の
で
す
、述
辞
が
あ
る
だ
け
で
す
。

語句

と　へ　に　を　が

で

語句

は

述辞



②
述
辞
の
研
究
２
：
助
動
辞

助
辞
が
語
句
を
関
係
づ
け
、
助
動
詞
な
ら
ざ
る
「
助
動
辞
」
が
文
を
決
定

し
て
い
く
の
が
、
述
語
的
表
現
形
式
の
基
本
で
す
。

助
動
辞
が
そ
れ
自
体
で
意
味
を
な
し
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
助
動
辞
が

シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
を
表
出
し
て
い
る
ゆ
え
意
味
作
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

助
動
辞
は
、
非
常
に
難
し
い
対
象
で
す
が
、
コ
ア
研
究
者
で
あ
る
藤
井
貞

和
氏
に
よ
っ
てkrsm
体
系
と
し
て
指
標
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

時
の
述
語
表
出k

、
存
在
の
述
語
表
出r

、
形
容
の
述
語
表
出s

、
推
量

の
述
語
表
出m

で
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
述
語
言
語
理
論
を
構
築
し
ま
す
。

詞
と
助
辞
とkrsm

助
動
辞
の
述
語
的
関
係
の
構
造
で
す
。

古
語
な
し
に
現
代
語
の
解
明
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

述関係

述心向

述繋

係助辞
現前辞

krsm 立体

〔B 詞〕

〔Ａ詞〕
⬇

⬆

投げ入れ助辞

＜男女＞

＜もの＞ ＜場所＞

時述 k

述
存
在
r

推
量
述
m

形容述 s

つ

たり

ぬ

き
k-i

あり
ar-i

( あ ) む
am-u

あし
-asi

けり けむ

らし べし

らむ



③
形
容
詞
変
化
と
動
詞
変
化
と
の
対
比
研
究

西
欧
語
は
、
動
詞
の
理
論
が
出
現
し
た
こ
と
で
、
表
象
表
現
が
人
称
表
現

へ
と
主
語
制
様
式
と
し
て
大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
語
の
動
詞
は
、
人
称
で
変
化
は
し
ま
せ
ん
、
述
辞
関
係
で

変
化
し
ま
す
。

ま
た
、
形
容
詞
は
西
欧
語
で
は
変
化
し
ま
せ
ん
が
、
日
本
語
は
変
化
し
ま

す
、
人
称
で
は
な
く
、
対
象
の
あ
り
方
と
し
て
変
化
す
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
動
詞
変
化
、
形
容
詞
変
化
は
、
述
語
制
の
語
変
化
で
あ
っ
て
、

決
定
的
な
西
欧
語
と
は
異
な
る
言
語
理
論
を
要
し
ま
す
。

人
の
行
為
に
お
け
る
動
き
と
自
然
様
態
の
動
き
と
が
、
非
分
離
の
述
語
制

関
係
に
あ
る
ゆ
え
で
す
。

詞
も
辞
も
、《
も
の
》
の
非
分
離
か
ら
表
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

動詞変化 形容詞変化

助動辞

非分離対象

＜もの＞

動
き

働
き

述語的表出

動
詞
文

形
容
詞
文


